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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年医療コミュニケーション教育に導入が進められている模擬患者(SP)の養成プ
ログラムの構築・提案に向け、SPが患者役として上達していくのを支援するための方法としてリフレクション（自己の
経験に対する振り返り・内省）に注目することで実施した。医学生とSPによる模擬医療面接について、E.ゴフマンのド
ラマトゥルギー（舞台論）の観点や会話分析の手法から、SPの効果的なリフレクションにつながる両者の相互行為の特
性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In recent years, many simulated patients have been introduced to the practice 
education of medical interviews. This study focuses on the reflection of self-experience to propose a 
simulated patient training program. From the viewpoints of conversation analysis (CA) and dramaturgy, the 
characteristics of the interaction are revealed between medical students and simulated patients in the 
simulated medical interviews for the effective reflections of simulated patients.

研究分野：医学教育学
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１．研究開始当初の背景 
近年、医学生が患者との医療コミュニケー
ションについて、効果的な学習やトレーニン
グを行えるよう、面接実習への模擬患者(SP)
の導入が進められている。研究開始当初の時
点で、医学教育に広く模擬患者を導入するこ
とが求められていたため、各大学医学部や医
科大学では、地域住民から模擬患者を募集し
た上で、学内で養成・運営するというケース
が増加していた。鳥取大学医学部でも、研究
代表者が中心となって、学内での模擬患者養
成に着手、キャンパスの位置する鳥取県米子
市を中心に模擬患者を募集し、「米子模擬患
者の会」を発足、医療面接実習への導入を中
心に、定期的な会合を実施するなど活動を行
ってきた。 

SP 参加型の医療コミュニケーションの授
業をめぐっては、医学生のコミュニケーショ
ンスキルの習得やその評価については研究
成果が蓄積されてきていた。しかし、その一
方で、学内養成の模擬患者がどのくらい習熟
しているのかという、模擬患者の患者役とし
てのスキルの観点からは十分な研究がなさ
れてきていなかった。そのため、学内で SP
養成を実施している大学では、それぞれ独自
のプログラムが設定されているが、模擬患者
として実際に活動するなかでの自身の実践
や経験についてどのくらい習熟できている
のかの評価や、それをもとにした効果的な学
習方法について、十分な検討がなされていな
かった。しかし、模擬医療面接において事前
に作成されたシナリオの設定に沿って患者
役を演じることができているか、面接後の医
学生へのフィードバックが効果的なもので
あるかなど、模擬患者に求められる役割は幅
広く、またそれらに十分に習熟するためには、
模擬患者としての実際の活動や経験につい
ての評価が組み込まれた、より体系化された
養成プログラムが必要であると考えた。 
そこで、本研究課題では、鳥取大学におい
て地域住民からなる模擬患者の養成を行う
と同時に、模擬患者がスムーズに医学教育に
参画することで高い教育効果を引き出せる
よう、また今後さらに必要とされる領域横断
的なより高度なコミュニケーション教育へ
の協力が得られるよう、模擬患者の実際の活
動をベースとした養成プログラムの開発と
検証に向けた研究の着想を得るに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまで十分に注目が向
けてこられなかった、医療面接実習における
個々の模擬患者の実際の活動や経験につい
ての評価を組み入れることで、模擬患者の活
動に立脚した養成プログラムを構築、提案す
ることである。 
医療面接実習における模擬患者の活動と
しては、医学生との模擬医療面接（ロールプ
レイ）において患者役を演じること、またロ
ールプレイ後に医学生に面接についてのフ

ィードバックを行うことが中心となる。本研
究課題では、これら模擬患者の活動について
評価するために、「リフレクション（自己の
経験に対する振り返り・内省）」の手法に注
目する。従来の SP 養成プログラムにおいて
は、模擬医療面接実習で求められる患者の役
作りや、ロールプレイ後に医学生に対するフ
ィードバック方法が、実習に先立ってあらか
じめ提示され、模擬患者は学生との実習に参
加する前にそれに沿うかたちでトレーニン
グを受けた上で、模擬医療面接に参加すると
いうのが一般的であった。 
これに対して、「リフレクション」は、自
らが実際に経験したことについて振り返り、
内省をしたことを元手として、さらに経験を
積んでいくという、いわば自らの経験を、内
省をきっかけに重層的に再構築していくプ
ロセスをとる自己教育、自己評価の方法のひ
とつであると考えられる。模擬患者による自
身の経験のリフレクションを模擬患者養成
プログラムの中心的な方法とすることで、模
擬患者が医学生とのロールプレイやその後
のフィードバックに参画するだけでなく、模
擬患者としての自らの実践や経験を振り返
ることを通じて、模擬患者としてより効果的
に習熟することにつながると期待される。 
そこで、本研究課題では、（1）「リフレク
ション」について、理論・実証の双方から研
究を遂行することで、模擬患者がより効果的
なリフレクション、すなわち模擬患者として
の経験の重層的な再構築を導くような自己
評価を行うのに求められる主点を明らかに
すると同時に、（2）SP 養成プログラムの主
軸となる方法として、リフレクションを導入
することによる効果や、実施にかかる課題に
ついても検証する。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では、SP 養成プログラムを構
築するのにあたって、その養成方法として、
模擬患者によるリフレクションに注目する。
より効果的なリフレクションに何が求めら
れるか、またそのプログラム実施にかかる課
題について検証するために、模擬医療面接に
おいて、模擬患者という「役を演じる」とい
う経験や、その経験を振り返ってのフィード
バックといった模擬医療面接に特有のプロ
セスについてその特徴を明らかにすること
が重要となる。 
その方法として、本研究課題では、まず、
医学生と模擬患者による模擬医療面接実習
のセッションをビデオカメラで録画して、映
像記録として蓄積していった。模擬患者が自
らの参加した模擬面接セッションのリフレ
クションを行う素材として活用するととも
に、面接実習への医学生と模擬患者による相
互作用について、理論・実証研究を実施した。
理論研究としては、模擬医療面接の場面を
E.ゴフマンによって提唱されたドラマトゥ
ルギー（舞台論）の観点から分析する。ドラ



マトゥルギーはリフレクションの思想史的
系譜のひとつとされ、様々な日常的な場面を
舞台とみなして分析することで、人々の行動
のあり方をその原因からではなく、舞台上の
相互作用のなかから解読しようとするもの
である。また、実証研究としては、社会学に
おける会話分析の手法を用いる。これにより、
医学生と模擬患者による相互行為を微視的
に分析することで、両者の相互行為を成立さ
せているより深層の実践について分析する。 
 
４．研究成果 
 模擬患者という「役を演じる」という経験
についてリフレクションを行うという、模擬
面接実習に特有のプロセスに関して明らか
にすることで、以下の研究成果を得ることが
できた。 
（1）研究期間を通じて、SPが自らの参加し
た医療面接実習の映像記録について、患者役
の演じ方や学生へのフィードバックについ
てのリフレクションを、パイロットケースも
含めて随時実施した。模擬患者からは、何に
注目してリフレクションを行うべきかとい
う、リフレクションの遂行にかかる課題につ
いて意見が出された。また、同一のシナリオ
であっても、面接する学生によって、自らの
患者役の演じ方に変化が生じるなど、事前に
十分な役作りをしていても、医学生との面接
のなかで臨機応変に変わるために、患者役の
演じ方の評価は、シナリオと正確に一致する
かどうかだけでは困難であるといった、リフ
レクションにおける自己評価にかかる注意
すべき点についての知見も蓄積することが
でき、「患者役を演じる」という経験につい
てのリフレクションを行うことの独自性が
見出された。 
（2）医学生と模擬患者による医療面接のセ
ッションについて、会話分析の微視的な手法
から分析した。特に学生が言葉に詰まって、
模擬患者を前に長く沈黙している状況は、こ
れまで学生が面接を「失敗」している典型的
な場面として捉えられてきた。しかし、学生
が患者との面接を再開する場面でなされる
会話を詳細に分析することから、面接再開に
向けて医学生と模擬患者は、あらかじめ設定
された医師と患者の役を忠実に演じるだけ
でなく、実習としての場を維持するためにあ
えてそれら役割から外れるなど、ロールプレ
イの場は医学生と模擬患者の状況に応じた
相互作用にあることが明らかとなった。その
ため、リフレクションを行うのにあたっては、
ロールプレイの場面を重層的な観点から検
討することが必要になると考えられる。 
（3）また、ドラマトゥルギーの観点から、
ロールプレイの場を医学生と SP による「舞
台」と想定することで、ロールプレイが有す
る特性がより明確となった。上記の「失敗」
と考えられる場面では、医学生と模擬患者そ
れぞれが医師―患者を演じている「舞台」が
不安定なものとなっている。しかし、それは

舞台が成立しなくなっているというよりも、
医師―患者が演じられる舞台とは、別の「舞
台」に両者が移動することで、その相互作用
の維持が試みられていると考えられる。つま
り、ロールプレイの場は、さまざまな舞台が
重なることから成立していて、相互作用を維
持するためには、医学生と模擬患者の両者は
事前に設定されたそれぞれの役割を演じる
ことに加えて、舞台間の移動に応じた複数の
役割を演じ分ける必要がある。ロールプレイ
において患者役を演じることには、同時に複
数の舞台で役を演じ分けることが織り込ま
れているという、リフレクションにおいて看
過できない一側面が明らかとなった。 
（4）医療面接のロールプレイ後の、学生―
模擬患者間あるいは学生間でなされるフィ
ードバックの場面でのやりとりについて会
話分析を行った。フィードバックは直前のロ
ールプレイを振り返る点で、リフレクション
のプロセスと類似している。フィードバック
の内容についてはこれまでも検証が重ねら
れてきたが、会話分析を通じてフィードバッ
クでの会話が、フィードバックに確保された
時間以外の場面で促されるのかを明らかに
したことで、リフレクションといった振り返
りや内省には、その場の特性がどのようなも
のであるのかが深くかかわることが明らか
となった。今後、本成果を応用することで、
模擬患者が自らの面接実習での映像記録を
視聴して、そこでの経験についてリフレクシ
ョンを行う、すなわち自身の経験を言語化し
ていくのに、どのような場が適しているのか
を継続して検討していく。 
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